
平成１５年度当初予算主要事業説明
第１　重点テーマに係る主要事業

　１　人口増加に寄与する施策

　　（１）子育て世代の定住人口増加に資する事業

　事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所  管

私立保育所等補助事業費(私立) ２２６，９９８千円

①延長保育事業　　　　　　　　　　 　　１５か所

②一時保育事業　　　　　　　　　８か所→１２か所

③休日一時保育事業　　　　　　　　　　 　３か所

④休日保育事業　　　　　　　　　４か所→５か所

⑤乳児保育促進事業　　　　　　　　　　 ８か所

⑥産休・育休明け入所対応事業           １５か所

⑦年度途中入所対応事業　　　  　　　　 １５か所

特 別 保 育 事 業 等 396,258 ⑧地域活動事業　　　　　　　　　　　 　１５か所 こども福祉課

⑨年末保育サービス事業　  　 　　　　　１１か所

⑩乳児保育保健対策事業

特別保育事業費（公立）　　　 １４７，２５８千円

①延長保育事業　　  　　   　　　　　　１７か所

②一時保育事業　　　　　 　　　　　　　１１か所

③地域活動事業　　　　　　 　　　　　　４２か所

のびのび親子サークル事業費等　　１０，２６６千円

①のびのび親子サークル事業（公立）25か所→29か所

②地域子育て支援事業（私立）　　　　　　　７か所

乳幼児健康支援一時預かり事業　　１１，７３６千円

施 設 整 備 事 業 33,000 増大する乳児の入所需要に応えるため、乳児室を増築 こども福祉課

し、児童受入人員の拡大を図る。（藤ノ木保育所）

老朽化が著しい保育所の改築を実施し、保育環境の向

上と多機能化を図る。（大広田保育所）

老朽保育所改築事業 477,128 　　・建設地　　　　　富山市海岸通１６２－１～１６７ こども福祉課

　　・建設用地　　　　４，００２．２１㎡

　　・規模構造　　　　木造平屋建　　延　１，１２７㎡

　　・定員　　　　　　　１７０人



　事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所  管

保育所における音楽・美術などの特色ある保育を推進

（ 新 規 事 業 ） するため特色保育指導員を派遣し、また、近年急増す

子 育 て 支 援 モ デ ル 47,418 る乳児を中心とした低年齢児保育ニーズを対応するた こども福祉課

事 業 め、保育ヘルパーを保育所に配置する。

①特色保育指導員巡回事業　　　５人

②保育ヘルパー配置事業　　　　２１人

仲 間 づ く り の  地域で赤ちゃん教室を実施することにより、健康観察

赤 ち ゃ ん 2,495 の学習を深めたり、母親同士のふれあいを通して、育 保 健 所

教 室 開 催 費 児不安を解消できるよう支援する。

・自主運営コース　（年７回　３６会場）

フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー
ト ・ セ ン タ ー 事 業   9,450

仕事と育児を両立し、安心して働くことができる環境づくり
のため、育児の相互援助を行う会員組織「ファミリー・サ
ポート・センター」を運営する。
・委託先　（財）富山市勤労者福祉サービスセンター

商工労政課

・会員数 713名（平成14年12月末日現在）

少子化、女性の社会進出などに対応し、幼稚園が幼児

幼 稚 園 子 育 て 8,934 教育センター的役割を担い、子育て支援を充実する。 学校教育課

支 援 事 業 ・預かり保育事業（延長、夏季）　全９園で実施

・親子サークルの開催　　全９園で実施

地域における児童の健全育成を推進するため、公共施

設を利用して、遊びを主とする生活指導、留守家庭児

童の保護育成を行う。

地 域 児 童 健 全 育 成 87,253 　　・実施校下　　４０校下→４２校下 こども福祉課

事 業 　　・実施時間　　小学校の下校時から午後５時

　　・開催日数　年間２７２日

　　　　土曜日４０日

　　　　平日（月～金）２００日、夏休み３２日

　　・夏休み開設校下　２８校下→３１校下

　　・平日の時間延長(午後６時まで)３校下

　　・指導員増員９校下

　　・施設整備　２ヶ所

（ 新 規 事 業 ） 放課後児童健全育成事業の実施を行う社会福祉法人等

放 課 後 児 童 健 全 11,245 に運営費の助成を行う。 こども福祉課

育 成 事 業

保護者の疾病等の事由により家庭における養育が困難

子育て支援短期利用 178 になった児童を児童養護施設（ルンビニ園）において こども福祉課

事 業 一定の期間養育・保護する。

・利用期間　　　原則７日以内



　事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所  管

少子化対策の一環として，子育て家庭の経済的な負担

児 童 手 当 支 給 事 業 984,255 の軽減等を目的として児童手当を支給するもの。（所 こども福祉課

得制限あり）

児 童 扶 養 手 当 772,537 母子家庭の生活安定と自立の促進、児童の福祉向上を こども福祉課

支 給 事 業 図るため、手当を支給するもの。

乳 幼 児 医 療 費 助 成 乳幼児の保護者に対し医療費を助成することにより，

事 業 728,952 乳幼児の適正な医療の確保と保健向上を図り，生み育 こども福祉課

てやすい環境を整備する。

子どもをすこやかに生み育てるために、妊産婦及び乳

妊 産 婦 ・ 乳 幼 児 106,088 児健康診査を実施するとともに、妊婦一般健康診査時 保 健 所

健 康 診 査 費 にB型肝炎検査を行い、B型肝炎の撲滅を図る。

①健康診査事業　　　　　　      104,383千円

②Ｂ型肝炎母子感染防止事業　　　　1,705千円

妊 産 婦 医 療 費 助 成 65,439 妊産婦に対し医療費を助成することにより，その疾病 こども福祉課

事 業 の早期発見と適切な医療の確保を図る。

歯と口腔の健康を保つために、乳幼児のむし歯予防教

口腔衛生予防対策費 5,700 室、フッ素塗布、妊婦の歯科健康診査を実施して、歯 保 健 所

の健康づくりを推進する。

小児生活習慣病の発症を予防するため検診と事後指

小 児 生 活 習 慣 病 19,576 導の徹底を図る。 学校保健課

予 防 対 策 事 業   小学４年生 全校(49校)で実施

　中学１年生 全校(18校)で実施

ひ と り 親 家 庭 等 234,768 母子及び父子家庭等に対し医療費の助成を行うことに こども福祉課

医 療 費 助 成 事 業 より，生活の安定並びに児童の健全な育成を図る。

青年相互の交流と社会参画を促進するため、独身青年

（ 新 規 事 業 ） を対象とする出会いの創出及び継続的な交流活動事業

青 年 男 女 の 出 会 い 3,000 を実施する。 青年女性課

創 出 事 業 ・ボランティア活動、スポーツ交流、交流パーティ等

・「（仮称）人・人ふれ愛フェスタ」の実施

住宅の新築又は購入に伴う利子補給

  ・助成期間    ５年間

住 宅 取 得 支 援 事 業 65,183   ・利子補給金  未償還元金の２％（年６万円限度） 住 宅 課

  ・対    象    夫婦の合計年齢が70歳以下のヤング

                ファミリー

  ・助成件数    約1,150件



　事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所  管

上赤江団地建替事業    318,754千円

  ・上赤江団地３号棟

    ＲＣ６階建 30戸（うち高齢者用 10戸）

    事業費  628,750千円（14～15年度継続事業）

布目団地建替事業      291,286千円

公 営 住 宅 建 設 事 業 643,705   ・布目団地３号棟 住 宅 課

    ＲＣ５階一部４階建 48戸（うち身障者用２戸）

    事業費  935,000千円（15～16年度継続事業）

中村団地建替事業　　   30,948千円

  ・基本設計業務委託等

公営住宅建替推進事業　　2,717千円

（ 新 規 事 業 ） 平成７年３月に策定した「住宅マスタープラン」を見

住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン 直すとともに「公営住宅ストック総合活用計画」等を

等 策 定 事 業 25,900 併せて策定する 住 宅 課

・住宅マスタープラン策定　　      　15,000千円

・公営住宅ストック総合活用計画策定 　7,000千円

・高齢者住宅整備計画策定　           3,900千円

優 良 民 間 住 宅 建 設 34,406 高齢者や中堅所得者向けの優良な民間賃貸住宅の建設 住 宅 課

促 進 事 業 を支援するため、助成を行う。

幼 稚 園 児 の 幼稚園（国立・市立・私立）に就園している第３子 教育総務課

保 育 料 の 軽 減 以降の３歳と４歳児の保育料に対して助成を行う。 学校教育課

　　（２）交流人口増加に資する事業

　事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所  管

異なる文化的な背景を持つ住民の増加による国際感覚

（ 新 規 事 業 ） の醸成や地域の活性化のため、（財）とやま国際セン

Ｔ Ｉ Ｃ 日 本 語 学 校 ターが設置する日本語教育機関の運営経費を助成す

運 営 補 助 事 業 24,870 る。 文化国際課

　①設置主体　　（財）とやま国際センター(略称：ＴＩＣ）

　②設置場所　　富山市五福3960(旧 富山県青年の家）

　③学生定員　　６０名

18,453



　事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所  管

｢世界の宝に集う高校 「世界の宝に集う高校生国際ｻﾏｰｽｸｰﾙin 立山・黒部・

生国際ｻﾏｰｽｸｰﾙ in 有峰」開催事業に運営補助を行う。

立 山 ・ 黒 部 ・ 有 峰 」 2,500
　・開催時期　　  ８月７日～１０日 文化国際課

開 催 補 助 事 業 　・参加者　250名（海外50名,県内150名,県外50名）

　　　＊本市姉妹友好都市からの受入人数１０名程度

全日本チンドンコンクールのＰＲのため、ポスターを関西方
面をはじめとしたＪＲ各駅構内や車内に掲出する。

観光振興課

　掲出場所　ＪＲ関西方面・金沢・長野各駅管内など

( 新 規 事 業 ）
イ メ ー ジ ポ ス タ ー
作 成 事 業

　1,338

・富山市のイメージポスターを作成し、大都市圏のＪＲ主要
駅に掲示し、観光客の誘致を図る。
・ポスターのデザインについては、コンペを採用しデザイ
ナーの育成を図る。

観光振興課

（ 新 規 事 業 ）
立 山 映 像 ラ イ ブ
カ メ ラ 設 置 事 業

　
  4,731

・本市のイメージアップと観光客の誘致のため、市役所展
望塔内にインターネット配信用のライブカメラを設置し、立
山連峰をはじめとしたライブ映像を本市の観光ホームペー
ジで公開する。
・東西南北方向へのカメラ設置により、呉羽山の桜や全日
本チンドンコンクールが開催されている城址公園、松川の
様子、紅葉など季節感溢れる本市の映像を全国に向けて
発信する。

観光振興課

( 新 規 事 業 ）
立 山 眺 望 予 測
情 報 提 供 事 業

   621

市内からの立山連峰の眺望予測情報を、富山市観光ホー
ムページで公開することにより、観光客やコンベンション参
加者に対して事前に情報を提供する。

観光振興課

( 新 規 事 業 ）
立山あおぐ特等席ハイ
ビ ジ ョ ン 映 像 制 作

  3,500

デジタルハイビジョンカメラで撮影した四季の立山の映像
や市内からのパノラマ映像・立山連峰のビューポイントの紹
介などの新しいタイプの富山市ＰＲビデオを制作する。

観光振興課

( 新 規 事 業 ）
お も て な し の 心 醸 成
研 修 事 業 補 助 金

   300

ホスピタリティの向上や本市のイメージアップを図るため、
富山市ホテル・旅館事業協同組合、富山県タクシー協会な
どが実施する「おもてなしの心の醸成」を図る研修に対し補
助金を交付する。

観光振興課

( 新 規 事 業 ）
丘 の み ち 華 街 道
呉 羽 観 光 マ ッ プ
事 業 補 助 金

  1,000

呉羽商工会が富山西ＩＣの開通に合わせて作成する、本市
の特産品・観光情報等も掲載したＰＲマップ「丘のみち華街
道呉羽」の作成費用に助成する。

観光振興課

全 日 本 チ ン ド ン
コ ン ク ー ル 開 催 事 業

　
 18,000

桜の花の下、全国で唯一のチンドンマンのコンクールを開
催し、市民に楽しんでもらうとともに県内外から観光客の誘
致を図る。
・期日　平成１5年４月４日（金）～６日（日）

観光振興課

富 山 ま つり開催 事業
　
 33,000

富山城址公園、城址大通りを中心に「越中おわら踊り」「Ｙ
ＯＳＡＫＯＩとやま」など市民参加型のイベントを行い、併せ
て観光客の増加を図る。
・期　日　平成１５年８月１日（金）～３日（日）

観光振興課

観 光 ポ ス タ ー
掲 出 事 業

　
  3,000



　事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所  管

と や ま 湾 味 覚 市
開 催 事 業

 
  6,300

富山湾の新鮮な魚介類をはじめとした＜味覚＞を、市民及
び県内外の観光客に食してもらい、本市の味覚を全国にＰ
Ｒする。

観光振興課
・開催時期　平成1５年11月初旬

富 山 国 際 会 議 場
関 係 費

593,789
本市におけるコンベンション推進の核となる富山国際会議
場の管理運営を行う。 観光振興課

各種会議・学会等のコンベンションを本市に誘致するた
め、コンベンション主催者に対し、宿泊数に応じて（１００名
以上）補助する。

観光振興課

平成15年度からは、補助金の限度額を100万円から200万
円に引上げるとともに、他の制度と重複して補助できるもの
とする。

( 新 規 事 業 ) 観
光 物 産 セ ン タ ー
改 修 整 備 事 業

161,300

CiCビル5階「いきいきKAN」の改修及び、1階への観光情
報コーナーの移設を行い、観光情報発信機能の強化と観
光客のサービス向上を図る。 観光振興課

（ 新 規 事 業 ）
デ ザ イ ン イ ベ ン ト
開 催 調 査 事 業

　
    230

富山市での国際的な商業デザインイベントの開催に向け
て調査を行う。

薬業物産課

（ 新 規 事 業 ）
ポスターの街・とやま支
援 事 業

　
　2,000

「世界ポスタートリエンナーレ・トヤマ」と連携し、市民参加
型のイベントを実施する「ポスターの街・とやま」事業を支援
する。

薬業物産課

観 光 客 誘 致 宣 伝 隊
派 遣 事 業

　
  2,500

本市の魅力ある観光資源・施設などを広く紹介し、より一層
の観光客誘致を図る。
・東京（6月）・松本～高山（１０月）
・高山味まつり（５月・９月）

観光振興課

観 光 パ ン フ レ ッ ト 等
作 成 事 業

　
　8,000

本市を広くＰＲするため、観光パンフレット等を作成する。
平成15年度は、中国語版を新たに作成するとともに、北海
道など県外の銀行の店舗等に観光パンフレット等を置き、
より一層の観光客誘致を図る。
・市内観光マップ
　　（日本語版、英語版、ハングル版、中国語版）
・紙風船、観光絵はがき

観光振興課

お わ ら 踊 り の 夕 べ
開 催 事 業

　
  2,000

全国的にも有名な「おわら踊り」をより多くの人々に楽しん
でもらうため、ＣiＣ前広場において踊りの披露や講習会等
を行う。
・期日　平成１5年８月31日（日）～９月２日（火）

観光振興課

大 手 町 フ ォ ー ラ ム
市 民 交 流 事 業

　
  4,300

富山国際会議場を多くの市民・県民に親しんでいただくと
ともに、利用の促進を図るため、各年代層を対象とした催し
物を開催する。

観光振興課

コ ン ベ ン シ ョ ン
開 催 補 助 事 業

　
  8,000



　事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所  管

・都市部の住民が農業や漁業とのふれあいを通して心

都 市 農 漁 村 交 流 にゆとりある生活を実現し、地元の農漁業と地場産物 農林水産課

促 進 対 策 事 業 1,700 に対する理解と関心を深めるため農業体験等の交流事

業を実施する。

・グリーンツーリズムを推進するための基本構想を策

定する。

ファミリーパーク管理委託料

・飼育展示・パネル展示事業

フ ァ ミ リ ー パ ー ク 423,000 ・催物事業、普及及び飼育展示研究事業 公園緑地課

管 理 事 業 費 ・Ｚoo夢２１事業

ファミリーパーク運営事業補助金

自然体験センター本体建物・給排水管工事

フ ァ ミ リ ー パ ー ク 　継続工事（本体建物工事）

整 備 事 業 費 203,567 　　　Ｈ１５　　180,000千円 公園緑地課

　　　Ｈ１６　　329,000千円

　　　  計　　　509,000千円

・街角などにおいてガラス作品を展示する計画を推進

　するため、規模とエリアの検討を行う。

ガラ ス の 里 推進 事業 5,999 ・ガラス造形の啓発と「ガラスの街とやま」を内外に 生涯学習課

　アピールするため「北陸の作家たち『グラスワーク

　ス２００３』」を開催する。


